
関
東
軍
石
頭
予
備
士
官
学
校
第
六
中
隊
五
区
隊
か
ら
、
八
月

九
日
ソ
連
軍
侵
入
の
た
め
、
後
発
隊
と
し
て
東
京
城
方
面
へ

出
陣
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
、
明
優
丸
で
帰
国
。

シ
ベ
リ
ア
の
四
年
間
、
ほ
と
ん
ど
が
バ
ム
鉄
道
建
築
関
係
の

重
労
働
で
あ
っ
た
。
ソ
連
は
幾
十
万
の
日
本
人
を
無
償
で
酷
使

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
の
長
い
鉄
道
が
完
成
し
た
時
は
過

ぎ
、
市
井
で
は
若
者
が
青
春
を
謳
歌
し
て
い
る
。
彼
ら
に
、
こ

の
平
和
の
礎
と
な
っ
た
当
時
の
若
き
戦
士
が
、
シ
ベ
リ
ア
以
外

で
も
、
陸
に
海
に
空
に
尊
い
命
を
散
ら
し
、
ま
た
懸
命
に
生
き

た
こ
と
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

思
い
つ
く
ま
ま
　 

滋
賀
県
　
望
田
宇
三
郎
　 

昭
和
十
九
年
二
月
、
現
役
召
集
に
よ
り
満
州
第
六
一
二
部
隊

砲
兵
隊
第
四
中
隊
に
入
隊
。
広
島
西
練
兵
場
に
集
合
の
上
、
博

多
港
よ
り
出
航
、
朝
鮮
釜
山
港
に
上
陸
す
る
。
こ
こ
か
ら
列
車

で
入
隊
地
、
黒
河
省
朝
水
の
兵
舎
へ
と
向
か
っ
た
。
朝
鮮
を
経

て
北
満
の
黒
河
省
朝
水
駅
に
着
い
た
の
は
約
一
週
間
後
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

駅
に
降
り
立
ち
、
見
渡
せ
ば
、
白
一
色
の
銀
世
界
の
広
大
な

原
野
。
兵
舎
ま
で
の
距
離
は
約
二
キ
ロ
、
徒
歩
で
兵
舎
へ
と
向

か
う
。
朝
水
は
砲
兵
一
個
中
隊
、
歩
兵
二
個
中
隊
の
陣
地
で
、
営
門

を
入
り
右
側
に
砲
兵
中
隊
が
あ
る
。
砲
十
門
、
榴
四
門
、
高
射

砲
三
門
が
配
備
さ
れ
て
あ
り
、
観
測
、
通
信
、
砲
手
の
三
部
に

分
け
ら
れ
て
、
初
年
兵
教
育
が
実
施
さ
れ
た
。
私
は
観
測
班
に

属
し
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
期
の
検
閲
も
無
事
終
了
し
、
厳
し
い
寒
さ
も
よ
う
や
く

和
ら
ぎ
、
凍
て
つ
く
大
地
も
溶
け
始
め
、
野
山
に
花
が
咲
く
季

節
と
な
り
始
め
た
こ
ろ
、
陣
地
周
辺
の
防
衛
の
た
め
戦
車
壕
構

築
の
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。

翌
二
十
年
七
月
、
部
隊
の
編
制
が
変
更
さ
れ
、
大
隊
が
三
個

中
隊
編
制
設
置
さ
れ
、
挺
身
大
隊
第
三
中
隊
に
転
属
。
挺
身
隊

と
は
、
重
火
器
な
ど
の
兵
器
は
な
く
、
専
ら
肉
迫
攻
撃
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
中
隊
は
二
站
陣
地
防
衛
の
た
め
移
動



し
、
陣
地
構
築
、
戦
車
壕
構
築
に
従
事
す
る
。

八
月
九
日
、
ソ
連
参
戦
。
中
隊
は
各
一
個
小
隊
を
朝
水
陣
地
、

■
琿
陣
地
の
防
衛
に
、
本
隊
二
個
小
隊
は
二
站
防
衛
に
当
た
る
。

い
よ
い
よ
ソ
連
軍
の
戦
車
が
黒
龍
江
を
渡
り
■
琿
方
面
へ
向
か

い
つ
つ
あ
る
と
の
情
報
が
入
る
。
ほ
ど
な
く
■
琿
陣
地
で
は
激

し
い
戦
闘
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
二
站
陣
地
で
は

戦
車
に
対
す
る
攻
撃
の
た
め
、
侵
入
道
路
と
な
る
道
の
両
側
に

タ
コ
ツ
ボ
を
掘
る
。
敵
の
戦
車
攻
撃
に
備
え
、
そ
の
夜
よ
り
攻

撃
態
勢
に
入
る
。

八
月
十
五
日
こ
ろ
よ
り
戦
車
攻
撃
が
激
し
く
な
り
、
前
方
東

側
の
陣
地
で
は
下
士
官
候
補
隊
に
よ
る
肉
迫
攻
撃
が
繰
り
返
さ

れ
、
多
数
の
敵
戦
車
を
擱
座
炎
上
。
当
陣
地
も
肉
迫
攻
撃
に
よ

り
戦
果
を
上
げ
た
。
し
か
し
多
く
の
戦
友
を
失
っ
た
。

八
月
十
七
日
こ
ろ
、
夜
、
大
隊
本
部
よ
り
隊
長
に
本
部
へ
と

の
連
絡
が
あ
り
、
隊
長
の
後
ろ
に
つ
き
本
部
洞
窟
へ
急
ぐ
。
隊

長
は
中
に
入
ら
れ
、
私
は
入
口
で
待
機
。
長
時
間
の
協
議
が
な

さ
れ
、
夜
半
、
中
隊
幕
舎
へ
帰
る
。
途
中
、
中
隊
長
は
独
り
言

の
よ
う
に
「
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
」
と
つ
ぶ
や
か
れ
た
。
そ

の
と
き
は
深
く
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
に
、
戦

争
終
結
の
特
使
に
よ
る
伝
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
聞
く
。
大
隊
長

は
こ
れ
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
戦
争
は
続
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
特
使
の
将
校
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
と

自
決
さ
れ
た
と
聞
く
。

そ
の
う
ち
に
ソ
連
戦
車
が
陣
地
の
西
方
に
停
車
し
、
宿
営
の

模
様
が
遠
望
。
大
隊
本
部
よ
り
挺
身
中
隊
に
攻
撃
の
指
令
、
直

ち
に
一
個
分
隊
が
攻
撃
す
る
こ
と
と
な
る
。
幕
舎
よ
り
前
方
二
、

三
百
メ
ー
ト
ル
の
丘
よ
り
敵
の
宿
舎
の
様
子
を
明
確
に
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
隊
長
よ
り
■
回
路
を
経
て
接
近
し
攻
撃
爆

破
の
指
令
を
受
け
た
分
隊
は
出
発
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
よ
り
数

時
間
経
過
、
本
部
よ
り
戦
争
終
結
の
連
絡
が
入
る
。
戦
車
攻
撃

に
出
発
し
た
分
隊
が
成
功
す
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
攻
撃

中
止
の
連
絡
を
と
る
こ
と
と
な
り
、
数
名
が
出
発
す
る
が
、
合

流
す
る
こ
と
が
で
き
ず
帰
還
す
る
。
心
配
し
な
が
ら
状
況
を
見

守
る
う
ち
、
夜
半
と
な
っ
て
分
隊
は
目
的
を
果
た
す
こ
と
な
く

帰
っ
て
き
た
。
隊
員
の
中
で
攻
撃
に
行
き
違
い
が
生
じ
、
攻
撃

困
難
と
な
り
、
や
む
を
得
ず
引
き
返
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。
こ

の
行
き
違
い
が
結
局
よ
い
結
果
を
も
た
ら
せ
た
こ
と
と
な
っ
た
。

八
月
二
十
三
日
、
二
站
で
武
装
解
除
を
受
け
る
。
全
員
集
合



す
る
中
、
詔
勅
が
朗
読
さ
れ
た
が
、
内
容
を
明
確
に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二
站
陣
地
に
は
糧
秣
や
被
服
な
ど
が

多
数
備
蓄
さ
れ
て
い
た
の
で
、
服
装
は
す
べ
て
新
品
に
取
り
か

え
、
多
量
の
糧
秣
を
携
帯
し
て
孫
呉
へ
向
か
う
。
夜
中
、
孫
呉

に
到
着
、
軍
人
が
軍
属
官
舎
に
入
る
。

孫
呉
で
は
使
役
に
出
る
こ
と
が
多
く
、
他
は
こ
れ
と
い
っ
た

こ
と
も
な
く
日
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
あ
る
日
突
然
全
身
を
薬
品

で
消
毒
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
驚
い
た
が
、
こ
れ
は
シ
ラ
ミ
な
ど

の
駆
除
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
作
業
大
隊
が
編
制
さ
れ
、

途
中
、
作
業
に
従
事
し
な
が
ら
帰
国
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
若

干
希
望
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。

九
月
十
日
い
よ
い
よ
大
隊
は
出
発
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
体
に
い
っ
ぱ
い
の
物
を
背
負
い
行
進
を
始
め
る
。
途
中
、

右
の
方
へ
道
を
と
れ
ば
帰
国
、
左
へ
行
け
ば
ソ
連
へ
入
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
皆
で
話
し
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問
題
の
分
か
れ
道
で
左
へ
の
行
進
と
わ
か
り
愕
然
と
す
る
。
シ

ベ
リ
ア
行
き
の
覚
悟
を
決
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ソ
連
兵
は
「
ダ
モ
イ
東
京
」
を
言
い
続
け
た
。
い
よ
い

よ
黒
龍
江
岸
へ
。
渡
河
は
一
個
隊
が
乗
り
込
め
る
タ
ン
カ
ー
で

ソ
連
領
へ
入
る
。
入
ソ
と
同
時
に
ソ
連
の
兵
隊
が
に
わ
か
に
大

き
な
声
で
歌
い
、
は
し
ゃ
ぎ
出
し
た
の
で
あ
る
。

上
陸
直
後
、

貴
重
な
持
ち
物
を
住
民
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

■
い
か
け
よ
う
と
し
て
歩
■
に
と
め
ら
れ
、
諦
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
残
念
こ
の
上
な
し
。

上
陸
後
、
長
い
行
進
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
行
進
を
重
ね

重
ね
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
丘
ば
か
り
。
集
落
の
近
く
で
は
馬

鈴
■
掘
り
の
使
役
を
重
ね
な
が
ら
、
一
カ
月
余
り
、
よ
う
や
く

ラ
イ
チ
ハ
収
容
所
に
た
ど
り
着
い
た
。

収
容
所
は
テ
ン
ト
づ
く
り
の
幕
舎
で
、
十
月
と
も
な
る
と
朝

は
霜
が
お
り
、
寒
さ
が
じ
わ
じ
わ
と
身
に
し
み
る
。
テ
ン
ト
の

中
に
は
ド
ラ
ム
缶
の
よ
う
な
ス
ト
ー
ブ
が
一
個
き
り
で
、
十
分

な
暖
を
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
防
寒
帽
や
防
寒
靴
を
は
い
た
ま

ま
の
就
寝
と
な
り
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

加
え
て
食
事
も
粟
の
ス
ー
プ
に
黒
パ
ン
一
片
と
い
っ
た
最
悪
の

状
況
で
あ
る
。

作
業
は
炭
鉱
の
鉄
道
線
路
の
設
置
や
移
動
作
業
、
ま
た
炭
層

表
面
の
土
砂
の
取
り
除
き
な
ど
で
あ
る
。
酷
寒
の
中
、
夏
の
被

服
の
み
の
者
も
あ
り
、
作
業
の
ノ
ル
マ
も
厳
し
く
な
か
な
か
達



成
で
き
ず
、
作
業
か
ら
帰
っ
て
幕
舎
で
倒
れ
る
者
が
日
増
し
に

ふ
え
、
筆
舌
で
は
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
過
酷
な
状
態
で
あ
っ

た
。
年
が
明
け
て
三
月
ご
ろ
よ
り
食
事
が
よ
く
な
り
出
す
。
夜

は
食
堂
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
炊
事
係
の
人
た
ち
の

努
力
で
い
ろ
い
ろ
の
工
夫
が
さ
れ
た
献
立
と
な
り
、
我
々
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
。

収
容
人
員
一
万
人
。
炊
事
は
第
一
、
第
二
と
分
か
れ
て
い
て
、

私
は
第
二
炊
事
の
糧
秣
倉
庫
で
復
員
ま
で
こ
こ
で
働
く
こ
と
と

な
る
。
毎
日
、
糧
秣
の
払
い
出
し
、
駅
へ
米
、
大
豆
な
ど
の
受

領
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
へ
の
野
菜
、
缶
詰
な
ど
の
調
達
受
領
。
ソ
連

兵
歩
■
へ
の
食
糧
の
払
い
出
し
も
あ
り
、

大
変
な
仕
事
だ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
復
員
が
始
ま
り
収
容
人
員
も
減
少
し
、
第
二
炊

事
は
閉
鎖
さ
れ
、
第
一
炊
事
の
倉
庫
へ
移
る
。

昭
和
二
十
四
年
七
月
、
復
員
の
編
制
が
な
さ
れ
、
そ
の
一
員

と
し
て
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
ナ
ホ
ト
カ
へ
向
か
う
。
七
月
二

十
七
日
、
恵
山
丸
に
て
舞
鶴
港
に
上
陸
、
帰
国
と
な
る
。

戦
後
五
十
年
、
共
に
帰
国
を
夢
に
頑
張
り
、
つ
い
に
望
み
を

果
た
し
得
ず
し
て
凍
土
に
散
っ
た
戦
友
の
こ
と
は
、
一
日
と
て

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

静
岡
県
　
赤
堀
四
郎
　 

大
正
五
年
静
岡
生
ま
れ
。
地
元
高
小
卒
後
、
家
業
の
農
業
手

伝
い
後
、
上
京
。
書
籍
店
に
勤
む
。
現
役
兵
と
し
て
昭
和
十
三

年
三
月
、
広
島
集
合
。
関
東
軍
綏
芬
河
陸
軍
病
院
要
員
と
し
て

入
隊
。
以
来
、
転
属
二
回
。
二
十
年
六
月
、
第
十
一
国
境
守
備

隊
解
散
、
歩
兵
第
二
七
九
連
隊
編
制
。
八
面
通
に
駐
屯
し
、
西

方
自
興
屯
に
陣
地
構
築
作
業
に
入
る
。
同
年
七
年
、
朝
鮮
兵
百

三
十
名
、
現
地
召
集
兵
約
八
百
名
入
隊
あ
り
。
衛
生
業
務
多
忙

を
極
む
。
装
備
は
銃
及
び
帯
剣
な
ど
皆
無
で
、
竹
製
水
筒
携
行
、

軍
服
は
通
常
支
給
あ
り
、
全
員
陣
地
構
築
に
就
く
。

八
月
九
日
未
明
、
ソ
連
機
の
飛
来
、
爆
弾
及
び
機
銃
掃
射
を

受
け
開
戦
を
知
る
。
八
月
十
二
日
、
連
隊
は
牡
丹
江
市
民
防
衛

の
命
を
受
け
、
東
方
愛
河
に
転
進
、
第
一
、
第
三
大
隊
を
も
っ

て
布
陣
す
る
。
第
二
大
隊
は
前
記
自
興
屯
に
残
留
、
ソ
連
の
前

進
の
防
御
に
苦
戦
、
つ
い
に
全
滅
す
る
。
愛
河
に
お
け
る
戦
闘




